　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	『主任技術者制度の解釈及び運用』
令和６年３月１１日付け20240301保局第2号（一部抜粋）
	現状の点検方法
	考え方
	改正案
	備　考

	４．（７）．③
イ　１年に１回以上行う。（ただし、信頼性が高く、かつ、下記③ロの各号と同等と認められる点検が１年に１回以上行われている機器については、停電により設備を停止状態にして行う点検を３年に１回以上とすることができる。）
	
	
	
	

	４．（７）．③
ロ　次の（イ）から（ホ）までに掲げる項目の確認その他必要に応じた測定・試験を行う。
	
	
	
	

	４．（７）．③．ロ
（イ）低圧電路の絶縁抵抗が電気設備に関する技術基準を定める省令第５８条に規定された値以上であること並びに高圧電路が大地及び他の電路と絶縁されていること。
	
	
	
	

	４．（７）．③．ロ
（ロ）接地抵抗値が電気設備の技術基準の解釈第１７条に規定された値以下であること。
	
	
	
	

	４．（７）．③．ロ
（ハ）保護継電器の動作特性試験及び保護継電器と遮断器の連動動作試験の結果が正常であること。
	
	
	
	

	４．（７）．③．ロ
（ニ）非常用予備発電装置が商用電源停電時に自動的に起動し、停電復旧後停止すること並びに非常用予備発電装置の発電電圧及び発電電圧周波数（回転数）が正常 であること。
	
	
	
	

	４．（７）．③．ロ
（ホ）蓄電池設備のセルの電圧、電解液の比重、温度等が正常であること。
	
	
	
	

	４．（７）．③．ロ
　　　（ヘ）変圧器、電力用コンデンサー、計器用変成器、リアクトル、放電コイル、電圧 調整器、整流器、開閉器、遮断器、中性点抵抗器、避雷器及びＯＦケーブルが、 ＰＣＢ管理標準実施要領Ⅱ．２．（１）に掲げる高濃度ポリ塩化ビフェニル含有 電気工作物に該当するかどうかを確認すること。
	
	
	
	


無停電の年次点検の考え方（個人事業者名・法人名）
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